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五
條
市
議
会
第
１
回
３
月
定
例
会
の
概
要

　

平
成
30
年
第
１
回
３
月
定
例
会
は
、
３
月
１
日

に
開
会
、
会
期
を
26
日
ま
で
の
26
日
間
と
決
定
し
、

初
日
に
市
長
か
ら
新
年
度
に
お
け
る
施
政
方
針
と
提

出
議
案
の
説
明
を
受
け
る
と
と
も
に
、
代
表
監
査
委

員
か
ら
平
成
29
年
度
定
期
監
査
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

　

本
定
例
会
に
は
、
平
成
30
年
度
各
会
計
予
算
案
を

は
じ
め
、
五
條
市
認
定
こ
ど
も
園
整
備
推
進
実
施

委
員
会
条
例
の
制
定
、五
條
市
観
光
交
流
セ
ン
タ
ー

条
例
の
制
定
、
五
條
市
手
数
料
徴
収
条
例
の
一
部

改
正
、五
條
市
国
民
健
康
保
険
税
条
例
の
一
部
改
正
、

五
條
市
副
市
長
の
選
任
同
意
な
ど
の
重
要
案
件
が

市
長
か
ら
提
案
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
議
会
か
ら
は
、
洪
水
回
避
等
を
目
的
と

し
た
流
量
確
保
の
た
め
の
中
小
河
川
の
河
道
掘
削

の
予
算
の
確
保
を
求
め
る
意
見
書
を
提
出
し
、
そ

れ
ぞ
れ
慎
重
審
議
を
行
う
と
と
も
に
、
11
名
の
議

員
が
一
般
質
問
を
行
い
、
３
月
23
日
に
閉
会
い
た

し
ま
し
た
。

　　

風
薫
る
５
月
、
こ
い
の
ぼ
り
が

勢
い
よ
く
翻
る
季
節
に
な
り
ま
し

た
が
、
本
市
で
も
約
15
年
ほ
ど
前

か
ら
吉
野
川
活
性
化
の
一
環
と
し

て
こ
い
の
ぼ
り
が
泳
い
で
い
ま
す
。

　

市
議
会
で
も
様
々
な
ア
イ
デ
ア

を
提
案
し
、
地
域
資
源
を
生
か
し

た
活
性
化
に
取
り
組
む
べ
く
活
動

し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

梅
雨
入
り
も
間
近
で
す
。
皆
様

に
お
か
れ
ま
し
て
は
体
調
を
崩
さ

れ
な
い
よ
う
健
や
か
に
お
過
ご
し

く
だ
さ
い
。

  

議
会
広
報
編
集
委
員
会

　
　

  

委
員
長　

 　

 

伊
谷　

賢
司

　
　

  

副
委
員
長      

岩
本　

  

孝

　
　

  

委
員　
　
　

  

山
口　

耕
司

　
　

  　

〃　
　

  　

吉
田　

  

正

　
　

 　

 

〃　
　
　

  

養
田　

全
康

　

      （
議
長
）　     

平
岡　

清
司

　
　

  （
副
議
長
）      

窪　
　

佳
秀
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１
月
16
日
火
曜
日
・
２
月
16

日
金
曜
日
、
や
ま
と
ク
リ
ー
ン

パ
ー
ク
で
開
催
さ
れ
た
、
平
成

30
年
や
ま
と
広
域
環
境
衛
生
事

務
組
合
議
会
第
１
回
臨
時
会
・

第
１
回
定
例
会
の
概
要
を
報
告

い
た
し
ま
す
。

　

第
１
回
臨
時
会
で
は
平
成
28

年
度
や
ま
と
広
域
環
境
衛
生
事

務
組
合
一
般
会
計
歳
入
歳
出
決

算
の
認
定
の
報
告
・
や
ま
と
広

域
環
境
衛
生
事
務
組
合
監
査
委

員
の
選
任
な
ど
の
３
議
案
が
提

出
さ
れ
、
管
理
者
よ
り
提
案
理

由
の
説
明
を
受
け
、
慎
重
審
議

を
経
て
全
員
一
致
で
そ
れ
ぞ
れ

承
認
並
び
に
同
意
さ
れ
閉
会
い

た
し
ま
し
た
。
や
ま
と
広
域
環

境
衛
生
事
務
組
合
監
査
委
員
に

は
大
谷
龍
雄
議
員
が
選
任
さ
れ

ま
し
た
。

　

第
１
回
定
例
会
で
は
平
成
30

年
度
や
ま
と
広
域
環
境
衛
生
事

務
組
合
一
般
会
計
予
算
（
歳
入

歳
出
予
算
そ
れ
ぞ
れ
７
億
６
，

２
０
２
万
５
千
円
）
を
議
題
と

し
、
管
理
者
よ
り
提
案
理
由
の

説
明
を
受
け
、
慎
重
審
議
を
経

て
採
決
の
結
果
原
案
ど
お
り
承

認
さ
れ
、
閉
会
い
た
し
ま
し
た
。

や
ま
と
広
域
環
境
衛
生
事

務
組
合
議
会
の
報
告

                           （
概
要
）

　

２
月
22
日
木
曜
日
、
南
奈
良

総
合
医
療
セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ

れ
た
、
平
成
30
年
第
１
回
南
和

広
域
医
療
企
業
団
議
会
の
概
要

を
報
告
い
た
し
ま
す
。

　

は
じ
め
に
、
次
期
企
業
長
に

中
川
幸
士
氏
選
任
の
報
告
が
あ

り
ま
し
た
。

　

議
案
審
議
で
は
、
平
成
30
年

度
南
和
広
域
医
療
企
業
団
病
院

事
業
会
計
予
算
、
南
和
広
域
医

療
企
業
団
職
員
の
育
児
休
業
等

に
関
す
る
条
例
を
一
部
改
正
す

る
条
例
等
の
議
案
に
つ
い
て
提

案
理
由
の
説
明
が
あ
り
、
全
て

が
総
務
委
員
会
に
付
託
さ
れ
ま

し
た
。

　

委
員
会
終
了
後
、
本
会
議
が

再
開
さ
れ
、
委
員
長
か
ら
収
益

的
収
支
は
２
億
円
弱
の
赤
字
で

あ
る
が
、
減
価
償
却
費
な
ど
を

含
め
た
実
質
収
支
は
、
１
億
２

千
万
円
余
り
の
黒
字
で
あ
る
と

の
報
告
が
あ
り
、
付
託
さ
れ
ま

し
た
６
議
案
に
つ
い
て
採
決
を

行
い
、
全
会
一
致
で
認
定
・
可

決
さ
れ
ま
し
た
。

南
和
広
域
医
療
企
業
団
議

会
の
報
告　
　

  （
概
要
）
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次
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般
質
問         　
　
　
　
　

   

２
〜
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ペ
ー
ジ

総
務
文
教
常
任
委
員
会
の
報
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13
ペ
ー
ジ

厚
生
建
設
常
任
委
員
会
の
報
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14
ペ
ー
ジ

予
算
審
査
特
別
委
員
会
の
報
告　

     

15
ペ
ー
ジ

表
決
結
果
と
議
決
結
果
ほ
か     

16
・
17
ペ
ー
ジ

意
見
書
・
南
和
広
域
医
療
企
業
団
議
会
の

報
告
ほ
か　
　
　
　
　
　
　

 　

        

18
ペ
ー
ジ

（退職された部長・次長の皆さんお疲れ様でした）

　    

      洪水回避等を目的とした流量確保のための中小河川の河道掘削の予算の確保を求める意見書

 　一昨年８月の北海道・東北豪雨や、昨年７月の九州北部豪雨など、近年、地方における中小河川の被害
として、土砂の流出による河床上昇や流木等による橋梁での河道埋塞が発生しており、まさしく河床が上が
っていることが洪水発生の一つの原因となっている。
　しかし、これまでの都道府県及び市町村が管理する河川の流量確保のための河道掘削については、維持補
修の範囲として、各々の単費予算で行われており、遅々として進んでいないのが実情であった。
　そのような中、国土交通省は、今回、中小河川の豪雨対策を強化するため、全国の中小河川の緊急点検の
結果を踏まえた「中小河川緊急治水対策プロジェクト」を取りまとめ、中小河川の河道掘削についても再度
の氾濫防止対策の一つとして緊急対策プロジェクトに盛り込んだ。
　しかし、この緊急治水対策プロジェクトは、概ね３か年の時限的措置であり、河道掘削の対策箇所につい
ても「重要水防区間のうち、近年、洪水により被災した履歴がある区間」と限られている。
　よって政府においては、今回の緊急治水対策プロジェクトが、中小河川を管理する地方自治体にとって真
に活用しやすい施策となるよう、下記の事項について取り組むことを強く求める。
                                                                             　   記                                
１　河道掘削を含む「中小河川緊急治水対策プロジェクト」については、平成 29年度補正予算で約 1,300
　億円が盛り込まれているが、次年度以降についても、地方自治体の要望を踏まえ、十分な予算を確保する
　こと。
２「中小河川緊急治水対策プロジェクト」では、河道掘削の対策箇所を「重要水防区間のうち、近年、洪水により
　被災した履歴があり、再度の氾濫により多数の家屋や重要な施設の浸水被害が想定される区間」と限定してい　
　るが、今後は、中小河川を管理する地方自治体がより柔軟な対応ができるよう、対策箇所の拡大も含め検討する
　こと。また、国直轄河川の河道掘削についても、周辺自治体の要望を踏まえ、必要な対策を行うこと。
３　今回の「中小河川緊急治水対策プロジェクト」は、概ね３か年の時限的措置であるが、「防災・安全交付金」　
　を活用した中小河川の河道掘削については、恒久的な制度となるよう検討すること。
　以上、地方自治法第９９条の規定により意見書を提出する。 　
                                                        　　　　　　　　　　　      平成３０年３月２３日     　　　　五條市議会



3 一般質問 2一般質問

一
般
質
問

　

定
例
会
で
は
、
議
案
に
関
係
な
く
市
の
一
般
事
務
に
つ

い
て
質
問
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
こ
れ
を
一
般
質
問
と

い
い
、
以
下
質
問
順
に
そ
の
概
要
を
ま
と
め
て
い
ま
す
。

「
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
総

合
戦
略
」
に
つ
い
て

（
本
市
取
組
の
状
況
に
つ
い
て
）

山
口　

平
成
27
年
に
「
ま
ち
・

ひ
と
・
し
ご
と
創
生
法
」
に
基

づ
き
五
條
市
に
お
い
て
も
、
元

気
な
五
條
市
を
目
指
し
た
取
組

が
開
始
さ
れ
て
３
年
が
経
過
、

事
業
ご
と
に
目
標
値
を
定
め
て

い
て
、
２
年
後
に
は
結
果
を
出

し
て
い
か
な
く
て
は
な
ら
な
い
。

本
市
の
取
組
状
況
に
つ
い
て
伺

う
。

市
長
公
室
長　

５
箇
年
で
46
事

業
を
見
込
み
、
総
事
業
費
は
平

成
27
年
度
よ
り
29
年
度
ま
で
約

５
億
３
千
万
円
と
な
っ
て
い
る
。

（
五
條
市
Ｕ
Ｉ
Ｊ
タ
ー
ン
、
新
婚

世
帯
住
宅
取
得
に
つ
い
て
）

山
口　

補
助
金
申
請
件
数
の
目

標
値
（
各
年
度
）
は
、
15
件
と

な
っ
て
い
る
が
、
現
状
と
今
後

の
展
開
に
つ
い
て
尋
ね
る
。

市
長
公
室
長　

平
成
27
年
度
か

ら
30
年
２
月
末
ま
で
の
利
用
件

数
は
72
件
、
総
額
４
，
７
１
４

万
円
と
な
り
、
市
役
所
窓
口
・

広
報
紙
・
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
活
用
し
、

今
後
金
融
機
関
・
ハ
ウ
ス
メ
ー

カ
ー
に
協
力
依
頼
し
さ
ら
に
周

知
に
取
り
組
む
予
定
で
あ
る
。

（
観
光
施
設
・
学
校
へ
の
Ｗ
ｉ―

Ｆ
ｉ
設
置
に
つ
い
て
）

山
口　

取
組
の
状
況
に
つ
い
て

尋
ね
る
。

総
務
部
長　

設
置
済
み
箇
所
33

箇
所
、
目
標
値
が
47
箇
所
、
進

捗
率
は
70
％
と
な
っ
て
い
る
。

　

教
育
施
設
へ
の
設
置
に
つ
い

て
は
今
後
、
小
・
中
学
校
で
の

適
正
化
の
動
向
を
見
据
え
行
う
。

（
地
域
に
な
じ
む
子
育
て
の
充
実

(

認
定
こ
ど
も
園)

に
つ
い
て
）

山
口　

平
成
31
年
の
認
定
こ
ど

も
園
設
置
目
標
は
２
園
か
ら
３

園
と
な
っ
て
お
り
、
先
般
ご
案

内
い
た
だ
い
た
「
認
定
こ
ど
も

園
整
備
計
画
（
案
）
」
と
「
創

生
総
合
戦
略
」
の
整
合
性
が
取

れ
な
い
の
で
は
な
い
か
。
少
子

化
対
策
と
し
て
早
急
に
開
園
に

向
け
動
く
べ
き
と
考
え
る
が
。

教
育
部
長　

計
画
（
案
）
で
は
、

３
園
の
開
園
は
平
成
34
年
度
・

35
年
度
・
36
年
度
の
予
定
で
あ

る
が
、
市
民
の
意
向
や
財
政
状

況
を
勘
案
し
、
前
向
き
に
検
討

す
る
。

山
口　

子
供
は
未
来
へ
の
投
資

で
あ
り
、
子
育
て
に
優
し
い
ま

ち
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
い
た

だ
き
た
い
。

（
過
疎
の
地
域
を
再
生
す
る
取
組

に
つ
い
て
）

山
口　

木
質
バ
イ
オ
マ
ス
に
よ

る
産
業
づ
く
り
が
地
方
創
生
の

項
目
と
な
っ
て
い
る
が
、
現
状

と
今
後
に
つ
い
て
尋
ね
る
。

大
塔
支
所
長　

平
成
29
年
度
で

は
、
林
野
庁
補
助
事
業
を
要
望

し
て
い
た
が
不
採
択
と
な
り
、

30
年
度
で
は
事
業
を
見
直
し
、

再
度
国
へ
補
助
申
請
を
行
っ
て

い
る
。

西
吉
野
支
所
長　

地
域
資
源
の

「
旧
五
新
線
」
の
点
検
・
補
修

設
計
・
補
修
工
事
を
行
い
、
利

活
用
を
推
進
し
て
い
く
。
「
き

す
み
館
」
に
つ
い
て
も
大
規
模

改
修
工
事
を
予
定
し
て
い
る
。

そ
の
他
の
質
問
事
項

１　

Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
使
っ
た
行
政
サ
ー
ビ

　
　

ス
・
教
育
に
つ
い
て

　
　

①
道
路
補
修
を
迅
速
に
す
る
市

　
　
　

民
通
報
型
ア
プ
リ
に
つ
い
て

　
　

②
保
育
園
等
で
連
絡
用
に
使
用

　
　
　

す
る
ア
プ
リ
に
つ
い
て

　
　

③
い
じ
め
・
自
殺
の
相
談
を
す

　
　
　

る
ア
プ
リ
に
つ
い
て

２　

市
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
に
つ
い

　
　

て

　
　

①
住
民
票
等
の
交
付
の
現
状
と

　
　
　

コ
ン
ビ
ニ
交
付
に
つ
い
て

　
　

②
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
つ
い
て

３　

地
域
公
共
交
通
に
つ
い
て

　
　

①
来
年
度
か
ら
の
取
組
に
つ
い

　
　
　

て

　
　

②
法
律
か
ら
み
た
本
市
の
地
域

　
　
　

公
共
交
通
に
つ
い
て

市
の
活
性
化
つ
い
て

窪　

市
を
訪
れ
る
外
国
人
の
実

態
に
つ
い
て
伺
う
。

産
業
環
境
部
長　

外
国
人
訪
問

客
は
平
成
28
年
度
で
８
，
３
９

７
人
で
あ
る
。

窪　

平
成
29
年
で
市
内
で
宿
泊

し
た
外
国
人
数
は
８
，
７
６
７

人
と
聞
い
て
い
る
。
全
国
各
地

で
知
恵
を
出
し
誘
客
に
取
り
組

ん
で
い
る
。
観
光
振
興
に
は
、

中
期
に
及
ぶ
計
画
が
必
要
で
あ

る
。
民
間
か
ら
知
識
を
も
っ
た

専
属
ス
タ
ッ
フ
を
雇
用
し
誘
客

体
制
や
観
光
推
進
を
検
討
し
て

は
ど
う
か
。

産
業
環
境
部
長　

民
間
の
専
属

ス
タ
ッ
フ
雇
用
は
継
続
し
た
観

光
行
政
に
有
効
な
施
策
で
あ
る
。

広
域
的
な
観
光
へ
の
取
組
も
含

め
外
国
人
観
光
客
の
誘
客
に
取

り
組
ん
で
い
く
。

窪　

Ｊ
Ｒ
各
駅
、
観
光
案
内
所

の
ロ
ッ
カ
ー
等
設
置
の
現
状
に

つ
い
て
伺
う
。

産
業
環
境
部
長　

市
内
の
駅
に

ロ
ッ
カ
ー
は
な
く
、
Ｊ
Ｒ
五
条

駅
前
の
観
光
案
内
所
で
手
荷
物

の
一
時
預
か
り
を
行
っ
て
い
る
。

窪　

駅
前
の
観
光
案
内
所
は
午

前
９
時
か
ら
午
後
４
時
ま
で
。

手
荷
物
の
一
時
預
か
り
の
看
板

も
な
く
、
ロ
ッ
カ
ー
も
な
い
。

今
後
の
対
応
を
伺
う
。

産
業
環
境
部
長　

Ｊ
Ｒ
西
日
本

に
ロ
ッ
カ
ー
設
置
の
要
望
を
行

う
と
と
も
に
観
光
案
内
所
の
閉

所
後
や
不
在
時
の
対
応
に
つ
い

て
検
討
す
る
。

窪　

外
国
人
観
光
客
用
の
観
光

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
に
つ
い
て
伺
う
。

産
業
環
境
部
長　

本
市
へ
の
外

国
人
来
訪
者
の
人
数
を
調
査
し

必
要
が
あ
れ
ば
検
討
す
る
。

窪　

市
内
に
は
文
化
・
自
然
を

活
用
し
た
誘
客
、
例
え
ば
日
本

有
数
の
登
山
客
の
い
る
金
剛
山
、

吉
野
川
で
の
釣
り
、
清
流
で
の

カ
ヌ
ー
体
験
、
榮
山
寺
等
い
く

ら
で
も
あ
る
。
短
・
中
期
に
わ

た
る
観
光
推
進
計
画
に
つ
い
て

伺
う
。

産
業
環
境
部
長　

自
然
や
体
験

の
活
用
は
誘
客
に
有
効
な
方
法

で
あ
る
。
奈
良
県
、
各
市
の
状

況
も
含
め
調
査
研
究
し
て
い
く
。

５
万
人
の
森
公
園
に
つ
い
て

窪　

５
万
人
の
森
公
園
内
に
設

置
す
る
観
光
看
板
に
つ
い
て
伺
う
。

都
市
整
備
部
長　

５
万
人
の
森
公

園
か
ら
見
え
る
山
々
の
案
内
看
板

に
つ
い
て
は
立
ち
木
の
剪
定
伐
採

を
行
い
、
印
刷
物
等
で
案
内
、
今

後
看
板
の
設
置
を
検
討
す
る
。

街
路
灯
に
つ
い
て

窪　

市
内
商
店
街
は
高
齢
化
・
後

継
者
問
題
等
で
会
員
の
減
少
に
よ

り
一
人
あ
た
り
の
街
路
灯
維
持
の

負
担
が
増
え
、
管
理
に
苦
労
し
て

い
る
。
対
策
に
つ
い
て
伺
う
。

産
業
環
境
部
長　

商
店
街
も
諸
問

題
に
よ
り
衰
退
し
て
き
て
い
る
。

現
在
市
に
は
、
設
置
の
た
め
の
補

助
金
制
度
は
存
在
す
る
が
維
持
管

理
の
補
助
金
制
度
は
な
い
。

　

維
持
管
理
に
つ
い
て
、
今
後
は

他
市
の
状
況
を
調
査
研
究
し
、
良

い
方
策
が
あ
れ
ば
商
工
業
団
体
に

情
報
提
供
を
し
た
い
。

窪　

撤
去
・
消
灯
等
維
持
が
で
き

な
く
な
っ
て
か
ら
の
対
策
で
は
遅

い
。
補
助
金
等
何
ら
か
の
対
応
を

お
願
い
し
た
い
。

防
災
行
政(

地
震
対
策
）
に
つ
い
て

窪　

指
定
避
難
場
所
の
現
状
に
つ

い
て
伺
う
。

危
機
管
理
監　

市
内
に
51
箇
所
の

指
定
避
難
所
、
そ
の
う
ち
耐
震
補

強
実
施
済
み
が
39
箇
所
で
あ
る
。

窪　

屋
外
で
避
難
生
活
が
で
き
る

指
定
緊
急
避
難
場
所
の
現
状
に
つ

い
て
伺
う
。

危
機
管
理
監　

指
定
緊
急
避
難
場

所
は
市
内
の
屋
外
に
32
箇
所
、
ト

イ
レ
・
水
道
水
が
あ
る
の
は
27
箇

所
で
あ
る
。

窪　

地
震
は
発
生
時
に
は
避
難
が

で
き
な
い
。
被
害
を
受
け
家
で
生

活
が
で
き
な
い
、
余
震
が
怖
い
等

の
人
達
が
避
難
・
生
活
が
で
き
る

こ
と
が
重
要
で
あ
る
。
過
去
の
教

訓
を
地
域
防
災
計
画
に
反
映
し
、

避
難
生
活
が
で
き
る
避
難
所
の
周

知
に
つ
い
て
伺
う
。

危
機
管
理
監　

市
民
の
方
が
避
難

生
活
を
ど
の
よ
う
に
し
た
い
か
を

日
頃
か
ら
考
え
て
お
く
こ
と
が
大

切
で
あ
る
。
市
と
し
て
避
難
生
活

が
で
き
る
指
定
緊
急
避
難
場
所
に

つ
い
て
防
災
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
・
Ｆ

Ｍ
五
條
で
情
報
提
供
を
検
討
し
て

い
く
。



3 一般質問 2一般質問

一
般
質
問

　

定
例
会
で
は
、
議
案
に
関
係
な
く
市
の
一
般
事
務
に
つ

い
て
質
問
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
こ
れ
を
一
般
質
問
と

い
い
、
以
下
質
問
順
に
そ
の
概
要
を
ま
と
め
て
い
ま
す
。

「
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
総

合
戦
略
」
に
つ
い
て

（
本
市
取
組
の
状
況
に
つ
い
て
）

山
口　

平
成
27
年
に
「
ま
ち
・

ひ
と
・
し
ご
と
創
生
法
」
に
基

づ
き
五
條
市
に
お
い
て
も
、
元

気
な
五
條
市
を
目
指
し
た
取
組

が
開
始
さ
れ
て
３
年
が
経
過
、

事
業
ご
と
に
目
標
値
を
定
め
て

い
て
、
２
年
後
に
は
結
果
を
出

し
て
い
か
な
く
て
は
な
ら
な
い
。

本
市
の
取
組
状
況
に
つ
い
て
伺

う
。

市
長
公
室
長　

５
箇
年
で
46
事

業
を
見
込
み
、
総
事
業
費
は
平

成
27
年
度
よ
り
29
年
度
ま
で
約

５
億
３
千
万
円
と
な
っ
て
い
る
。

（
五
條
市
Ｕ
Ｉ
Ｊ
タ
ー
ン
、
新
婚

世
帯
住
宅
取
得
に
つ
い
て
）

山
口　

補
助
金
申
請
件
数
の
目

標
値
（
各
年
度
）
は
、
15
件
と

な
っ
て
い
る
が
、
現
状
と
今
後

の
展
開
に
つ
い
て
尋
ね
る
。

市
長
公
室
長　

平
成
27
年
度
か

ら
30
年
２
月
末
ま
で
の
利
用
件

数
は
72
件
、
総
額
４
，
７
１
４

万
円
と
な
り
、
市
役
所
窓
口
・

広
報
紙
・
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
活
用
し
、

今
後
金
融
機
関
・
ハ
ウ
ス
メ
ー

カ
ー
に
協
力
依
頼
し
さ
ら
に
周

知
に
取
り
組
む
予
定
で
あ
る
。

（
観
光
施
設
・
学
校
へ
の
Ｗ
ｉ―

Ｆ
ｉ
設
置
に
つ
い
て
）

山
口　

取
組
の
状
況
に
つ
い
て

尋
ね
る
。

総
務
部
長　

設
置
済
み
箇
所
33

箇
所
、
目
標
値
が
47
箇
所
、
進

捗
率
は
70
％
と
な
っ
て
い
る
。

　

教
育
施
設
へ
の
設
置
に
つ
い

て
は
今
後
、
小
・
中
学
校
で
の

適
正
化
の
動
向
を
見
据
え
行
う
。

（
地
域
に
な
じ
む
子
育
て
の
充
実

(

認
定
こ
ど
も
園)

に
つ
い
て
）

山
口　

平
成
31
年
の
認
定
こ
ど

も
園
設
置
目
標
は
２
園
か
ら
３

園
と
な
っ
て
お
り
、
先
般
ご
案

内
い
た
だ
い
た
「
認
定
こ
ど
も

園
整
備
計
画
（
案
）
」
と
「
創

生
総
合
戦
略
」
の
整
合
性
が
取

れ
な
い
の
で
は
な
い
か
。
少
子

化
対
策
と
し
て
早
急
に
開
園
に

向
け
動
く
べ
き
と
考
え
る
が
。

教
育
部
長　

計
画
（
案
）
で
は
、

３
園
の
開
園
は
平
成
34
年
度
・

35
年
度
・
36
年
度
の
予
定
で
あ

る
が
、
市
民
の
意
向
や
財
政
状

況
を
勘
案
し
、
前
向
き
に
検
討

す
る
。

山
口　

子
供
は
未
来
へ
の
投
資

で
あ
り
、
子
育
て
に
優
し
い
ま

ち
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
い
た

だ
き
た
い
。

（
過
疎
の
地
域
を
再
生
す
る
取
組

に
つ
い
て
）

山
口　

木
質
バ
イ
オ
マ
ス
に
よ

る
産
業
づ
く
り
が
地
方
創
生
の

項
目
と
な
っ
て
い
る
が
、
現
状

と
今
後
に
つ
い
て
尋
ね
る
。

大
塔
支
所
長　

平
成
29
年
度
で

は
、
林
野
庁
補
助
事
業
を
要
望

し
て
い
た
が
不
採
択
と
な
り
、

30
年
度
で
は
事
業
を
見
直
し
、

再
度
国
へ
補
助
申
請
を
行
っ
て

い
る
。

西
吉
野
支
所
長　

地
域
資
源
の

「
旧
五
新
線
」
の
点
検
・
補
修

設
計
・
補
修
工
事
を
行
い
、
利

活
用
を
推
進
し
て
い
く
。
「
き

す
み
館
」
に
つ
い
て
も
大
規
模

改
修
工
事
を
予
定
し
て
い
る
。

そ
の
他
の
質
問
事
項

１　

Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
使
っ
た
行
政
サ
ー
ビ

　
　

ス
・
教
育
に
つ
い
て

　
　

①
道
路
補
修
を
迅
速
に
す
る
市

　
　
　

民
通
報
型
ア
プ
リ
に
つ
い
て

　
　

②
保
育
園
等
で
連
絡
用
に
使
用

　
　
　

す
る
ア
プ
リ
に
つ
い
て

　
　

③
い
じ
め
・
自
殺
の
相
談
を
す

　
　
　

る
ア
プ
リ
に
つ
い
て

２　

市
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
に
つ
い

　
　

て

　
　

①
住
民
票
等
の
交
付
の
現
状
と

　
　
　

コ
ン
ビ
ニ
交
付
に
つ
い
て

　
　

②
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
つ
い
て

３　

地
域
公
共
交
通
に
つ
い
て

　
　

①
来
年
度
か
ら
の
取
組
に
つ
い

　
　
　

て

　
　

②
法
律
か
ら
み
た
本
市
の
地
域

　
　
　

公
共
交
通
に
つ
い
て

市
の
活
性
化
つ
い
て

窪　

市
を
訪
れ
る
外
国
人
の
実

態
に
つ
い
て
伺
う
。

産
業
環
境
部
長　

外
国
人
訪
問

客
は
平
成
28
年
度
で
８
，
３
９

７
人
で
あ
る
。

窪　

平
成
29
年
で
市
内
で
宿
泊

し
た
外
国
人
数
は
８
，
７
６
７

人
と
聞
い
て
い
る
。
全
国
各
地

で
知
恵
を
出
し
誘
客
に
取
り
組

ん
で
い
る
。
観
光
振
興
に
は
、

中
期
に
及
ぶ
計
画
が
必
要
で
あ

る
。
民
間
か
ら
知
識
を
も
っ
た

専
属
ス
タ
ッ
フ
を
雇
用
し
誘
客

体
制
や
観
光
推
進
を
検
討
し
て

は
ど
う
か
。

産
業
環
境
部
長　

民
間
の
専
属

ス
タ
ッ
フ
雇
用
は
継
続
し
た
観

光
行
政
に
有
効
な
施
策
で
あ
る
。

広
域
的
な
観
光
へ
の
取
組
も
含

め
外
国
人
観
光
客
の
誘
客
に
取

り
組
ん
で
い
く
。

窪　

Ｊ
Ｒ
各
駅
、
観
光
案
内
所

の
ロ
ッ
カ
ー
等
設
置
の
現
状
に

つ
い
て
伺
う
。

産
業
環
境
部
長　

市
内
の
駅
に

ロ
ッ
カ
ー
は
な
く
、
Ｊ
Ｒ
五
条

駅
前
の
観
光
案
内
所
で
手
荷
物

の
一
時
預
か
り
を
行
っ
て
い
る
。

窪　

駅
前
の
観
光
案
内
所
は
午

前
９
時
か
ら
午
後
４
時
ま
で
。

手
荷
物
の
一
時
預
か
り
の
看
板

も
な
く
、
ロ
ッ
カ
ー
も
な
い
。

今
後
の
対
応
を
伺
う
。

産
業
環
境
部
長　

Ｊ
Ｒ
西
日
本

に
ロ
ッ
カ
ー
設
置
の
要
望
を
行

う
と
と
も
に
観
光
案
内
所
の
閉

所
後
や
不
在
時
の
対
応
に
つ
い

て
検
討
す
る
。

窪　

外
国
人
観
光
客
用
の
観
光

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
に
つ
い
て
伺
う
。

産
業
環
境
部
長　

本
市
へ
の
外

国
人
来
訪
者
の
人
数
を
調
査
し

必
要
が
あ
れ
ば
検
討
す
る
。

窪　

市
内
に
は
文
化
・
自
然
を

活
用
し
た
誘
客
、
例
え
ば
日
本

有
数
の
登
山
客
の
い
る
金
剛
山
、

吉
野
川
で
の
釣
り
、
清
流
で
の

カ
ヌ
ー
体
験
、
榮
山
寺
等
い
く

ら
で
も
あ
る
。
短
・
中
期
に
わ

た
る
観
光
推
進
計
画
に
つ
い
て

伺
う
。

産
業
環
境
部
長　

自
然
や
体
験

の
活
用
は
誘
客
に
有
効
な
方
法

で
あ
る
。
奈
良
県
、
各
市
の
状

況
も
含
め
調
査
研
究
し
て
い
く
。

５
万
人
の
森
公
園
に
つ
い
て

窪　

５
万
人
の
森
公
園
内
に
設

置
す
る
観
光
看
板
に
つ
い
て
伺
う
。

都
市
整
備
部
長　

５
万
人
の
森
公

園
か
ら
見
え
る
山
々
の
案
内
看
板

に
つ
い
て
は
立
ち
木
の
剪
定
伐
採

を
行
い
、
印
刷
物
等
で
案
内
、
今

後
看
板
の
設
置
を
検
討
す
る
。

街
路
灯
に
つ
い
て

窪　

市
内
商
店
街
は
高
齢
化
・
後

継
者
問
題
等
で
会
員
の
減
少
に
よ

り
一
人
あ
た
り
の
街
路
灯
維
持
の

負
担
が
増
え
、
管
理
に
苦
労
し
て

い
る
。
対
策
に
つ
い
て
伺
う
。

産
業
環
境
部
長　

商
店
街
も
諸
問

題
に
よ
り
衰
退
し
て
き
て
い
る
。

現
在
市
に
は
、
設
置
の
た
め
の
補

助
金
制
度
は
存
在
す
る
が
維
持
管

理
の
補
助
金
制
度
は
な
い
。

　

維
持
管
理
に
つ
い
て
、
今
後
は

他
市
の
状
況
を
調
査
研
究
し
、
良

い
方
策
が
あ
れ
ば
商
工
業
団
体
に

情
報
提
供
を
し
た
い
。

窪　

撤
去
・
消
灯
等
維
持
が
で
き

な
く
な
っ
て
か
ら
の
対
策
で
は
遅

い
。
補
助
金
等
何
ら
か
の
対
応
を

お
願
い
し
た
い
。

防
災
行
政(
地
震
対
策
）
に
つ
い
て

窪　

指
定
避
難
場
所
の
現
状
に
つ

い
て
伺
う
。

危
機
管
理
監　

市
内
に
51
箇
所
の

指
定
避
難
所
、
そ
の
う
ち
耐
震
補

強
実
施
済
み
が
39
箇
所
で
あ
る
。

窪　

屋
外
で
避
難
生
活
が
で
き
る

指
定
緊
急
避
難
場
所
の
現
状
に
つ

い
て
伺
う
。

危
機
管
理
監　

指
定
緊
急
避
難
場

所
は
市
内
の
屋
外
に
32
箇
所
、
ト

イ
レ
・
水
道
水
が
あ
る
の
は
27
箇

所
で
あ
る
。

窪　

地
震
は
発
生
時
に
は
避
難
が

で
き
な
い
。
被
害
を
受
け
家
で
生

活
が
で
き
な
い
、
余
震
が
怖
い
等

の
人
達
が
避
難
・
生
活
が
で
き
る

こ
と
が
重
要
で
あ
る
。
過
去
の
教

訓
を
地
域
防
災
計
画
に
反
映
し
、

避
難
生
活
が
で
き
る
避
難
所
の
周

知
に
つ
い
て
伺
う
。

危
機
管
理
監　

市
民
の
方
が
避
難

生
活
を
ど
の
よ
う
に
し
た
い
か
を

日
頃
か
ら
考
え
て
お
く
こ
と
が
大

切
で
あ
る
。
市
と
し
て
避
難
生
活

が
で
き
る
指
定
緊
急
避
難
場
所
に

つ
い
て
防
災
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
・
Ｆ

Ｍ
五
條
で
情
報
提
供
を
検
討
し
て

い
く
。



５ 一般質問 ４一般質問

将
来
に
お
け
る
大
塔
支
所
の
在

り
方
に
つ
い
て

吉
田　

今
、
全
国
的
に
進
ん
で

い
る
過
疎
化
の
波
が
大
塔
町
に

お
い
て
も
急
速
に
進
ん
で
い
る
。

今
後
人
口
減
少
化
の
中
、
ま
さ

に
大
塔
町
の
行
政
の
中
心
で
あ

る
大
塔
支
所
の
今
後
の
在
り
方

に
つ
い
て
の
考
え
を
尋
ね
る
。

大
塔
支
所
長　

紀
伊
半
島
大
水

害
以
来
、
復
興
も
徐
々
に
進
展

し
て
い
る
が
人
口
減
少
化
も
進

ん
で
い
る
。
道
路
・
交
通
・
情

報
な
ど
の
分
野
に
お
い
て
支
所

機
能
は
重
要
な
位
置
に
あ
る
。

地
域
住
民
の
舵
取
り
役
を
担
っ

て
い
く
。

吉
田　

大
塔
町
の
観
光
に
つ
い

て
尋
ね
る
。
先
般
、
あ
る
講
習

会
の
中
で
「
定
住
人
口
を
増
や

す
、
少
子
化
の
解
消
を
強
く
訴

え
て
行
く
」
と
叫
ば
れ
て
い
た

が
、
そ
れ
ら
よ
り
も
ま
ず
は
来

て
も
ら
う
、
訪
問
し
て
い
た
だ

く
事
が
大
事
で
あ
る
と
考
え
る
。

都
会
人
が
感
じ
る
魅
力
が
大
塔

町
に
は
た
く
さ
ん
あ
る
と
思
う
。

私
た
ち
が
気
付
か
な
い
財
産
と

も
い
う
べ
き
民
芸
品
・
特
産
物
・

景
観
・
暮
ら
し
の
あ
ら
ゆ
る
分

野
で
の
大
塔
町
の
観
光
に
つ
い

て
い
か
に
考
え
る
か
尋
ね
る
。

大
塔
支
所
長　

観
光
施
策
に
つ

い
て
は
現
状
を
把
握
し
、
新
た

な
視
点
と
仕
組
み
を
展
開
し
て

い
き
た
い
。

陸
上
自
衛
隊
駐
屯
地
誘
致
に
つ

い
て

吉
田　

防
衛
省
に
お
い
て
は
数

年
に
わ
た
っ
て
調
査
費
が
付
い

て
お
り
、
県
に
お
い
て
も
消
防

学
校
移
設
・
防
災
拠
点
整
備
が

行
わ
れ
る
等
の
説
明
で
あ
る
が
、

陸
上
自
衛
隊
誘
致
に
つ
い
て
現

状
の
進
捗
状
態
を
尋
ね
る
。

危
機
管
理
監　

国
に
お
い
て
は

平
成
30
年
度
も
自
衛
隊
展
開
基

盤
に
係
わ
る
予
算
が
計
上
さ
れ
、

誘
致
に
向
け
、
県
広
域
防
災
拠

点
設
置
の
地
籍
調
査
を
行
っ
て

い
る
。

吉
田　

防
衛
省
へ
当
時
の
統
括

官
や
陸
幕
副
長
に
要
望
活
動
に

伺
っ
た
が
自
衛
隊
誘
致
に
は
大

変
厳
し
い
も
の
を
感
じ
た
。
本

市
と
し
て
も
根
気
強
く
進
め
て

い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考

え
る
。
今
後
の
取
組
に
つ
い
て

尋
ね
る
。

危
機
管
理
監　

県
と
連
携
し
て

業
務
を
進
め
て
ま
い
り
た
い
。

吉
田　

市
長
も
積
極
的
に
陸
上

自
衛
隊
誘
致
に
取
り
組
ん
で
お

ら
れ
る
の
は
承
知
し
て
い
る
。

　

今
後
の
署
名
活
動
も
含
め
誘

致
活
動
に
ど
の
よ
う
に
取
り
組

ま
れ
る
の
か
尋
ね
る
。

市
長　

退
職
自
衛
官
を
中
心
に

担
当
係
を
新
設
し
た
。
総
合
的

に
判
断
し
て
署
名
活
動
も
考
え

た
い
。

市
民
の
健
康
を
守
る
施
策
に
つ

い
て

吉
田　

「
健
康
で
長
生
き
を
し

た
い
！
」
誰
し
も
願
っ
て
い
る

こ
と
で
幸
せ
の
源
で
あ
る
。
五

條
市
と
し
て
の
健
康
寿
命
を
延

ば
す
取
組
を
尋
ね
る
。

す
こ
や
か
市
民
部
長　

「
自
分

の
健
康
は
自
分
で
守
る
」
と
い

う
、
自
ら
取
り
組
む
べ
き
課
題

と
考
え
る
。
市
民
の
健
康
を
守

る
べ
く
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
を

中
心
に
相
談
・
指
導
・
講
演
会

等
を
行
っ
て
い
る
。

吉
田　

病
気
の
早
期
発
見
、
早

期
治
療
に
つ
な
げ
る
た
め
に
も
、

検
診
を
習
慣
と
し
て
い
た
だ
く

よ
う
お
願
い
す
る
。
本
市
に
お

い
て
は
特
定
健
診
が
県
平
均
よ

り
低
い
と
聞
く
。
特
定
健
診
率

向
上
に
取
り
組
ん
で
い
る
施
策

に
つ
い
て
尋
ね
る
。

す
こ
や
か
市
民
部
長　

平
成
28

年
度
県
平
均
31
．
３
％
に
対
し

五
條
市
で
は
22
．
７
％
と
低
い

状
態
で
あ
る
。

　

受
診
勧
奨
通
知
、
電
話
勧
奨

等
を
行
っ
て
い
る
が
、
事
業
を

再
検
証
し
、
医
療
機
関
と
の
連

携
や
事
業
内
容
を
工
夫
し
て
い

き
た
い
。

新
庁
舎
周
辺
街
路
計
画
の
進
捗

に
つ
い
て

牧
野　

周
辺
ア
ク
セ
ス
道
路
計

画
及
び
工
事
期
間
中
の
周
辺
住

民
の
安
全
確
保
を
鑑
み
た
工
事

用
車
両
の
動
線
確
保
に
つ
い
て

幾
度
と
な
く
重
ね
て
尋
ね
て
き

た
が
、
改
め
て
そ
の
後
の
進
捗

に
つ
い
て
伺
う
。

都
市
整
備
部
長　

岡
口
３
号
線

（
Ｊ
Ｒ
五
条
駅
北
側
〜
旧
五
條

高
校
跡
地
へ
の
東
西
の
ア
プ
ロ

ー
チ
道
路
）
に
つ
い
て
の
用
地

交
渉
は
２
軒
の
地
権
者
に
説
明

と
理
解
を
求
め
て
い
く
。

牧
野　

岡
口
３
号
線
の
開
通
の

見
通
し
に
つ
い
て
尋
ね
る
。

都
市
整
備
部
長　

買
収
交
渉
を

含
め
た
事
業
を
進
め
て
ま
い
る
。

牧
野　

現
状
で
は
開
通
の
見
通

し
ま
で
至
っ
て
い
な
い
と
の
解

釈
に
な
る
。

　

須
恵
４
号
線
（
本
陣
交
差
点

紀
陽
銀
行
よ
り
北
向
き
）
の
工

事
期
間
の
安
全
確
保
に
つ
い
て
、

理
解
は
い
た
だ
け
て
い
る
の
か

尋
ね
る
。

都
市
整
備
部
長　

２
月
中
旬
の

説
明
会
に
お
い
て
一
定
の
理
解

を
得
ら
れ
て
い
る
と
考
え
て
い

る
。

牧
野　

新
庁
舎
整
備
事
業
に
お

い
て
重
要
な
須
恵
４
号
線
に
つ

い
て
、
市
長
の
見
解
を
求
め
る
。

市
長　

き
ち
ん
と
し
た
方
向
性

は
確
定
し
て
い
な
い
が
、
あ
る

程
度
の
方
向
性
は
決
ま
り
つ
つ

あ
る
と
考
え
て
い
る
。

牧
野　

新
庁
舎
建
設
事
業
は
、

建
物
を
含
め
た
周
辺
道
路
整
備

が
一
体
と
な
っ
て
進
め
る
べ
き

で
、
誰
か
の
た
め
に
進
め
る
の

で
は
な
く
、
市
民
の
皆
様
の
確

か
な
未
来
の
た
め
に
進
め
る
べ

き
事
業
で
あ
る
と
考
え
る
。

　

平
昌
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
銅
メ

ダ
ル
を
手
に
し
た
カ
ー
リ
ン
グ

女
子
、
試
合
中
は
い
つ
も
笑
顔

の
５
人
、「
そ
だ
ね
〜
ジ
ャ
パ

ン
」
が
、
北
海
道
北
見
市
で
の

凱
旋
時
の
会
見
で
、
練
習
拠
点

で
あ
る
北
見
市
常
呂
町
、
人
口

５
千
人
足
ら
ず
の
町
で
、
７
歳

の
時
か
ら
カ
ー
リ
ン
グ
を
始
め

た
吉
田
知
那
美
選
手
は
「
小
さ

い
時
は
、
こ
の
町
に
い
て
も
絶

対
に
夢
は
叶
わ
な
い
っ
て
思
っ

て
い
ま
し
た
。
だ
け
ど
今
は
こ

こ
に
い
な
か
っ
た
ら
、
叶
わ
な

か
っ
た
な
と
思
っ
て
ま
す
。
み

ん
な
も
、
こ
の
町
で
も
叶
え
ら

れ
る
と
思
い
ま
す
」
と
集
ま
っ

た
子
供
た
ち
に
涙
で
呼
び
か
け

た
。
そ
れ
を
聞
い
た
時
、
私
た

ち
の
町
も
、
こ
の
町
で
育
ま
れ

る
子
供
た
ち
に
向
か
っ
て
胸
を

張
っ
て
、
そ
う
言
え
る
「
笑
顔

と
希
望
」
の
あ
る
町
づ
く
り
に

励
む
べ
き
と

痛
感
し
た
次

第
で
あ
る
。　

町
は
誰
か
一

人
で
は
、
つ

く
れ
な
い
。

皆
が
一
つ
に

な
っ
て
こ
そ
、

確
か
な
未
来
に
向
か
っ
て
、
よ

り
良
い
町
づ
く
り
に
つ
な
が
る

も
の
と
考
え
る
。
理
事
者
各
位

に
も
、
同
じ
よ
う
な
認
識
を
持

ち
、
私
た
ち
の
五
條
市
の
た
め

に
、
そ
れ
ぞ
れ
が
そ
れ
ぞ
れ
の

立
場
で
取
り
組
ま
れ
る
こ
と
を

お
願
い
す
る
。

そ
の
他
の
質
問

１　

大
塔
地
域
の
振
興
に
つ
い
て

２　

五
條
市
の
医
療
体
制
に
つ
い
て

　
　

①
五
條
病
院
開
院
後
の
医
療
体

　
　
　

制
に
つ
い
て

　
　

②
五
條
市
応
急
診
療
所
の
運
営

　
　
　

に
つ
い
て

３　

ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
の
作
成
状
況

        

に
つ
い
て

４　

五
條
市
立
奈
良
県
立
五
條
高
等   

       

学
校
賀
名
生
分
校
寄
宿
舎
の
運

       

用
見
通
し
に
つ
い
て

５　

財
政
運
営
に
つ
い
て

　
　

①
予
算
編
成
に
つ
い
て

　
　

②
基
金
の
在
り
方
に
つ
い
て

　
　

③
公
債
費
に
つ
い
て

６　

花
咲
寮
移
転
事
業
に
つ
い
て

　
　

①
進
捗
状
況
に
つ
い
て


